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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

  ～有田ロータリークラブ目標～ 

   親睦を深め 

    ロータリーライフを楽しもう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（松村会長） 

 12月疾病予防と治療月間となっています。今日はロータ

リーのホームページのマイロータリーの記事「ヒマラヤでの

家庭排気対策プロジェクト」をご紹介します。これは家庭排

気による大気汚染で一年に400万人以上が犠牲になって

いる現実があり、ロータリアンが効率の良い調理用ストーブ

を提供して健康被害を減らすよう取り組んでいます。                                                    

 ヒマラヤ山脈に登ることを何年ものあいだ夢見てきた

ジョージ・バッシュさん（タオス・ミラグロ・ロータリークラブ、

米国ニューメキシコ州）は、2001年、64歳で初めてヒマラヤ

登山に挑戦し、想像をはるかに超える経験をしました。                   

しかし、厳しい現実も目の当たりにしました。多くの家屋で

家庭排気による煙害が起きており、家の中に穴を掘って火

を起こす家庭や、家畜の糞を燃料代わりにする家庭があり
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前回の報告（第２８０９例会） 

平成２８年１２月１５日(木）  

（松村会長） 

 

（嶋田（崇）親睦活動副委員長） 

ゲスト：加藤 智美 様 （有田警察署長） 

     董 涛 君（米山奨学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成２８年１２月２２日 第２８１０回 

・前期活動報告の発表 

 

・ソング：「四つのテスト」 

  平成２９年１月１２日 第２８１１回 

・新年例会：年頭所感 應地 正章 君 

      年男所感  脇村 重徳 君 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

１ 

点  鐘 

開 催 日 

２８０９ Nｏ． 

ゲストの紹介 

米山奨学金授与 

会長の時間  

ＰＨＦ表彰 

１２月の米山奨学金が、松村会長より米山奨学

生の董涛君へ授与されました。 

岩本君にポールハリスフェローのピンが届

きましたので、中元Ｒ財団委員長より授与

されました。 



２ 

疾病予防と治療月間 

ました。煙に包まれて

いるようだったと話す

バッシュさん、「咳や涙

がでて、逃げ出したく

なった」と振り返ります。                                   

 煙害は健康被害をも

たらします。世界保健

機関（WHO）の調査に

よると、2012年、石炭や

木材、バイオマス燃料

を燃やして調理をし、そ

の家庭排気による大気

汚染で430万人の命が奪われました。犠牲者のうち、5歳

未満の子どもが半数以上を占め、専門家は、台所で火を

焚くことは1時間に400本のタバコを燃やすようなものだと

警告します。 

 この状況を何とかするために、バッシュさんは2009年に

ヒマラヤを再訪しました。燃焼効率の良い調理用ストーブ

を設置することで問題を解決できることを知ったバッシュ

さんは、燃焼効率の良い調理用ストーブの考案者と連絡

を取り、ネパールで使用する可能性を検討、そして2010

年に48台のストーブを家庭に提供しました。翌年に現地

を訪れたバッシュさんは、これらのストーブが好ましい影

響を生んでいることを確認し、住民からは、より少ない燃

料で手早く調理できるとの声が寄せられています。その

後もプロジェクトは続き、今日までに3,000台以上が提供

されています。都市部から離れた辺地にはヘリコプター

で運び、輸送に数日を要することもありますが、ストーブ1

台の購入、輸送、設置にかかる費用は、わずか約100ド

ルです。ストーブを受け取った家族は、そのお返しとし

て、地域社会での奉仕活動に参加したり、学校や診療所

の備品を購入したりします。地域によっては、利用者にス

トーブ代のごく一部を支払ってもらい、それを小口融資に

充てる工夫も行われています。 

 このプロジェクトは、さらに多くの支援を必要としていま

す。これまでに、バッシュさんの所属クラブや、ロータリア

ン個人からの寄付が寄せられているほか、去る2月には、

カトマンズ（ネパール）のロータリークラブが加わり、90台

が新たに設置されました。「山間部にはこのストーブを必

要とする人びとが大勢おり、みんなに提供できれば素晴

らしい変化が生まれるでしょう。」と、さらに多くの変化をも

たらすためにバッシュさんは意欲を燃やしています。 

 このプロジェクトが2010年に始まって以来、このストーブ

を設置した家庭では室内の空気汚染が10分の１、燃料

の使用量は４分の１になっただけでなく、以前より短時間

で調理ができるようになりました。 

 

 

 

（橋爪（誠）幹事） 

１．ガバナー事務所より、RI理事ノミニー指名委員会の報

告。2680地区姫路RC 三木明氏がRI理事ノミニーに

指名された。 

２．2640地区中長期委員会より、アンケート協力要請。 

３．来週12/22(木）、臨時理事会を開催。 

４．ハイライトよねやま（後方掲示） 

５．田辺RC（11月分）週報（後方掲示） 

６．他クラブ例会変更（後方掲示） 

 

 

（児島例会運営委員） 

本日の会員数２６名 

   （出席規定免除会員８名） 

出席会員数１９名 

   （出席規定免除会員７名） 

      ７６．００％ 

12/1   ８８．４６％ 

MU：成川(守)君、中村君 

 

 

 
 

（中村ＳＡＡ代理） 

松村君：加藤有田警察署長様、有田ロータリークラブに

お越しいただきありがとうございます。卓話よろしくお願

いします。 

橋爪(誠)君：加藤署長様、ようこそ有田ＲＣへ。本日の卓

話よろしくお願いいたします。董涛君お久しぶりです。

元気そうで何よりです！ 

成川（守）君：加藤署長様、ようこそ有田ＲＣへお越し下さ

いました。後期高齢運者として運転に十分気をつけま

す。 

中元君：加藤智美様、ようこそ有田ロータリークラブへ。 

橋爪（正）君：加藤署長様、ようこそ有田ロータリークラブ

へ。卓話よろしくお願いします。 

児島君：加藤署長様、卓話ご苦労さまです。上野山（栄）

さん、お世話になりました。 

上野山（栄）君：加藤有田警察署長様、ようこそ有田ＲＣ

へお越し下さいました。次女が大学決まりました。長女

共に東京でさみしくなります。ロータリーがんばります。 

岩本君：加藤署長様、卓話御苦労さまです。今日は天石

神社の冬祭のために中座させて頂きます。 

嶋田（崇）君：加藤有田警察署長様、本日は大変お忙し

い中、卓話にお越し下さり有難うございます。 

橋本君：松村会長、本日はありがとうございました。靴の

サイズの大切さが良く分かりました。 

脇村君：加藤署長様、本日の卓話よろしくお願いします。 

石垣君：加藤智美署長様、お忙しい中卓話にお越しい

ただきありがとうございます。 

岩橋君：加藤署長さん、卓話よろしくお願いします。 

酒井君：加藤様、本日はようこそ。卓話よろしくお願いし

ます。 

宮井君：加藤署長様、卓話ありがとうございます。 

上野山（捷）君：本日欠席します。中村吉伸さん、お世話

になります。加藤署長様。ようこそお越し下さいました。 

中村君：加藤署長、ようこそ有田ＲＣへお越し下さいまし

た。本日ＳＡＡ代理をさせていただきます。 

 

 

 

 幹事報告  

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 



 

 

「高齢者と運転免許について」 

 

 昨年の県下の交通情勢をみますと、４８人の交通事故

で亡くなられた方のうち、高齢者が３分の２を占め、高齢

化が進む当県においては、高齢者が加害者にも被害者

にもなる交通事故の増加が懸念されるところであります。 

 また、最近の新聞やテレビを見ていますと、高齢運転

者による特異な交通事故、高速道路での逆走や、アクセ

ル・ブレーキの踏み間違いによる悲惨な交通死亡事故な

どが頻繁に報道されています。 

 このような情勢の中で、来年３月に改正道路交通法が

施行となり、高齢運転者による交通事故を減少させるた

め、運転免許に関する新たな施策が始まりますので紹介

させて頂きます。 

 現在、７０歳以上の運転者は、教習所において高齢者

講習を受ける必要があり、特に、７５歳以上の運転者は、

講習と併せて認知機能検査を受けることとなっています。 

 法改正後は、この認知機能検査の結果、認知のおそれ

が高いと認められる運転者は、全員、臨時適性検査によ

り医師の診断書の提出が必要となりました。 

 更に、免許の更新時期に関係なく、７５歳以上の運転

者が道路交通法に定められた一定の軽微な交通違反を

した場合には、全員、認知機能検査が義務づけられまし

た。例えば、ある人が車を運転中に、信号無視で警察官

に検挙された場合、その違反者には後日、認知機能検

査を受けてもらうこととなります。 

 そして、その検査の結果次第では、新たに高齢者講習

を受けてもらったり、或いは、医師の診断書の提出を求

めることとなります。 

 以上が改正の主だった内容です。 

 法改正の他に、高齢運転者対策として、自分の体力の

衰えや身体能力の低下を知った高齢運転者の運転免許

証の自主返納を推進しています。この自主返納された運

転手には運転経歴証明書を発行して、身分証代わりとし

て活用して頂いています。 

 誰もが車の運転をいつまでするのか、運転免許証をい

つまで持つのか、といった問題に突き当たります。今一

度、自分のこととして考えてみて下さい。 

  

 

３ 

疾病予防と治療月間 

 １月のプログラム 

1/５(木) 休 会 

1/１２(木) 

新年例会 (橘家) 18：00～ 

 年頭所感 應地 正章 君 

 年男所感 脇村 重徳 君 

1/1９(木) 会員卓話 橋本 拓也 君      

1/２６(木) 
外部卓話 長洲 央訓 氏 

（㈱アレック 社長） 

閉会・点鐘 （松村会長） 

 卓 話 

 

 

有田警察署長 

加藤 智美 様 

   ～新年例会～ 
１月１２日（木） 於）橘家 

 
☆懇親会☆ 

懇親会のゲストは桂三歩さん、司会進

行は元WBSアナウンサーの小林睦郎さ

んです。 

 

その他、商品付ゲームもあります。皆

様ぜひご参加ください～☆ 


